
アグリボこよみ
― 作物別使用方法 ― 水 稲
育苗に「アグリボEX」。本田で「味覚宣言」。

水稲はやはり“根”。特に1.5葉期前後と幼穂形成期の発根は、水稲にとって大変重要
です。これらの時期の「アグリボ効果」は定評がありますので、ぜひお試しください！

栽 培 暦 アグリボEX 味覚宣言 ワ ン ポ イ ント

播 種 1,000倍
播種後潅水施用

（箱当たり500ml）

播種後の生育を均一に、
緑化をきれいに揃える！育 苗 出 芽

1葉期
2葉期
（3葉期）*

500倍

潅水施用
（箱当たり250～500ml）

根張りを良くし、
苗の充実感を高める！

田 植 え
中 干 し
入 水

出 穂
40～25日前

幼穂形成期
10a当たり10パック

田面水に投げ込み
幼穂形成期に、食味向上と
増収につながる根を張らせる！

出 穂

収 穫

* 成苗育苗の場合

「味覚宣言」で倒伏に強い茎 !
幼穂形成期は、第4～第5節間の伸長期。この節が軟弱だとどうしても倒れやすくなります。
「味覚宣言」に含まれる“酵母菌内容物”と“メチオニン”には、植物ホルモン“エチレン”を生成させ
水稲の茎を硬くする効果があります。

“日本植物生理学会 HP『みんなのひろば ( 植物科学のトピックス )』より : エチレンには、ジベレリンとは逆に、
茎の細胞の縦方向にセルロースを並べ「細胞の伸長方向を制御する」という働きがあります。”

天候不順が予想される場合、「アグリボEX」の代わりに
“光触媒 ”入り「アグリボ3」の3,000倍希釈液の散布
が有効です。
「アグリボEX」や「アグリボ3」を葉面散布する際、
“展着促進材” (界面活性剤・トレハロース)入り「ヤワラ」を
1,000倍希釈相当で加用すると、散布液の展着性向上に
効果的です。
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